
〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日
　
令
和
七
年
一
月
一
日
　
　
発
行
所
　
越
中
一
宮
　髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
印
刷
株
式
会
社

新参集殿10周年
 これからも新たな夫婦の幸福のために。

高瀬神社 検索
髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

巳
年
は
再
生
と
復
活
の
年 ―

。

　へ
び
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
大
き
く
育
ち
ま
す
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
新
た
な
活
力
と

　ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

巳
年
は
再
生
と
復
活
の
年 ―

。

　へ
び
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
大
き
く
育
ち
ま
す
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
新
た
な
活
力
と

　ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
二
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
二
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 一
月
・
二
月
の
祭
事

令
和
七
年
、
寿
福
無
疆
。

寿福無疆…長寿と幸福が永遠に続きますように。
じゅふくむきょう

8
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令
和
七
年
乙
巳
の
お
正
月
を
迎

え
、
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、

氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
元
日
夕
刻

に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
に

始
ま
り
、
線
状
降
水
帯
、
ま
た
、
台

風
も
次
々
と
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
気
温
の
高
い
日
が
立
冬
ま
で
続

く
と
い
う
近
年
に
な
い
自
然
災
害
多

発
と
異
常
気
象
の
年
で
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

一
日
も
早
い
復
興
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
事
件
も
多
く
起
こ
り
ま
し

た
。
詐
欺
や
闇
バ
イ
ト
な
ど
、
大
金

を
振
り
込
ま
せ
た
り
、
窃
盗
に
入
っ

た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
な
か
っ
た

日
は
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
段
々
と

物
騒
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
一
年
で
し
た
。
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
中
に
あ
っ
て
、
嬉
し
い
話
題
も

あ
り
ま
し
た
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
日
本
選
手
が
た
く
さ
ん
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

大
リ
ー
グ
に
お
い
て
は
、
大
谷
翔
平

選
手
が
史
上
初
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
五
〇

本
と
五
〇
盗
塁
を
達
成
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　　
斯
界
に
お
い
て
は
昨
年
、
来
る
令

和
十
五
年
に
伊
勢
の
神
宮
に
て
行
わ

れ
る
「
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷

宮
」
御
斎
行
に
つ
い
て
、
天
皇
陛
下

よ
り
御
聴
許
（
お
許
し
）
を
賜
り
ま

し
た
。
千
三
百
年
以
上
の
長
い
歴
史

を
持
つ
御
遷
宮
は
私
た
ち
日
本
人
の

誇
る
べ
き
伝
統
の
祭
事
で
あ
り
、
国

民
の
真
心
を
結
集
し
て
無
事
に
斎
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
よ
い
よ
動
き
出
す
大
切
な
年
と

な
っ
た
今
年
の
「
巳
年
」
は
、
蛇
の

年
で
す
。
蛇
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
成

長
す
る
の
で
、
巳
年
は
「
復
活
と
成

長
の
年
」「
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る

年
」「
希
望
に
満
ち
た
年
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
年
に
御

遷
宮
の
準
備
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と

は
誠
に
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
巳
年
と
い
う
こ
と
に
因
め
ば
、
神

社
の
拝
殿
に
四
神
旗
と
い
う
旗
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
旗
の
一
枚
に

蛇
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
青

龍
・
朱
雀
・
白
虎
・
玄
武
の
順
で
並

べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
角
を
表
し

て
い
ま
す
。
蛇
は
玄
武
（
亀
に
蛇
が

巻
き
つ
い
て
い
る
姿
）
と
い
う
旗
に

描
か
れ
て
お
り
、
方
角
は
北
で
、
水

の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
詣
の
際

に
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
北
へ
向

か
わ
れ
る
方
や
水
を
扱
う
仕
事
の
方

な
ど
、
新
た
な
力
を
い
た
だ
け
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
信
仰
上
か
ら
な
の
か
、
趣
味
か
ら

な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ペ
ッ
ト

と
し
て
蛇
を
飼
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
蛇
の
色
や
大
き
さ
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
大
人
し
く
安
全
な
タ
イ
プ

か
ら
毒
蛇
の
よ
う
な
危
険
な
タ
イ
プ

ま
で
多
種
多
様
い
る
そ
う
で
す
。
一

般
的
に
は
き
れ
い
な
色
を
し
た
蛇
は

毒
蛇
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
美
し
さ

に
ペ
ッ
ト
に
す
る
人
も
い
る
よ
う
で

す
が
、
た
ま
に
脱
走
し
て
大
騒
ぎ
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
も

の
に
は
毒
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
注
意
が
必
要
で
す
。
闇
バ
イ
ト
は

美
味
し
い
条
件
に
騙
さ
れ
て
罪
を
犯

し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
美
し
い
も

の
や
美
味
し
い
も
の
（
話
）
に
は
注

意
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
年
は
行
動
を
起
こ
す
前
に
よ
く

調
べ
、
慎
重
に
進
む
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
美
し
い
も
の
に
目
が
く

ら
み
、
判
断
を
誤
り
、
手
も
足
も
出

な
い
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

﹁
乙
巳
の
年
頭
に
あ
た
り
﹂

宮
　司  

藤
井
秀
嗣

令
和
七（
乙
巳
）年

皇
紀
二
六
八
五
年

謹
賀
新
年

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

権
禰
宜

　岩
田
智
典

　
　
　
　山
森
信
人

　
　
　
　松
本
正
靖

巫

　女

　源

　結
羽

　
　
　
　大
島
未
鈴

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

嘱

　託

　上
口
友
子

き
の
と
み

新
嘗
祭
斎
行

― 

あ
わ
せ
て
篤
農
家
表
彰
並
び
に
感
謝
状
授
与
式 

―

　
農
作
物
の
豊
か
な
稔
り
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
発
展
と
繁
栄
に
感
謝

す
る
、
一
年
間
の
中
で
も
特
に
重
要
な

祭
事
で
あ
る
こ
の
「
新
嘗
祭
」、
ご
神

前
に
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
ご
奉
納
い

た
だ
い
た
米
・
野
菜
な
ど
、
農
作
物
が

う
ず
高
く
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
立
冬
ま
で
続
い
た
暖
か
さ
も
、
一
転
　

身
の
引
き
締
ま
る
冬
の
空
気
に
入
れ

替
わ
っ
た
十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
大
神
様
に
感
謝
し
、

氏
子
崇
敬
者
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
、
令
和
六
年
最
後
の
大
祭
「
新
嘗

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

第62回 剣道大会 開催

　
令
和
六
年

の
参
向
使

は
、
い
な
ば

農
業
協
同
組

合
よ
り
堂
田

伸
俊
常
務
理

事
、「
献
穀
の

儀
」
は
本
年

度
献
穀
田
奉

耕
者
　

中
田

幸
礼
氏
、
井

波
地
域
農
業
者
会
　

会
長
　

西
村
精
志

氏
、
同
副
会
長
　

岩
﨑
宏
志
氏
に
ご
奉

仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引
き
続
き
、
篤
農
家
表
彰
式

を
行
い
、
前
出

の
中
田
氏
に
感

謝
状
、
ま
た
、

森
田
憲
二
氏
、

西
村
　

博
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
農
事
功

労
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

▽
小
学
生
男
・
女

　
①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
②
福
野
剣
友
会

▽
中
学
生
男
子

　
①
庄
西
中
学
校

　
②
井
波
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　
①
出
町
剣
道
ク
ラ
ブ
A

【
個
人
の
部
】

▽
小
学
生
男
子

　
①
髙
橋
　
佑
心
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
木
谷
　
蒼
翼
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
③
武
岡
　
空
吾
（
砺
波
武
道
館
）

　
　
髙
田
　
　
武
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
九
月
十
六
日
、
今
年
で
六
十
二
回
目
と

な
る
「
奉
納
剣
道
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
毎
年
、
秋
空
の
も
と
髙
瀬
神
社
の
境

内
に
て
行
わ
れ
る
本
大
会
で
す
が
、
本
年

は
天
候
不
良
の
為
、
井
波
社
会
体
育
館
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
例
年
と
変
わ
ら
ぬ
、
熱
い
剣

さ
ば
き
の
音
と
元
気
な
声
援
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

と
く   

の
う    

か

に
い
な
め

さ
い

▽
小
学
生
女
子

　
①
髙
畠
　
和
花
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
齋
藤
　
舞
子
（
福
野
剣
友
会
）

　
③
宮
島
　
愛
心
（
福
野
剣
友
会
）

　
　
藤
井
　
花
南
（
井
波
ス
ポ
少
）

▽
中
学
生
男
子

　
①
ベッ
ク・ジ
ョ
シュ
ア
（
庄
西
）

　
②
高
田
　
真
聖
（
庄
西
）

　
③
小
西
　
夢
翔
（
井
波
）

　
　
髙
畠
　
吉
生
（
井
波
）

▽
中
学
生
女
子

　
①
重
原
　
紗
希
（
庄
川
）

　
②
照
井
　
菜
那
（
出
町
ク
ラ
ブ
A
）

　
③
野
原
　
歩
華
（
出
町
ク
ラ
ブ
A
）

　
　
松
原
　
夏
希
（
庄
川
）

▽
高
校
生
男
子

　
①
朝
倉
　
昌
秋
（
南
砺
福
野
）

　
②
藤
森
　
一
颯
（
砺
波
）

　
③
上
田
　
颯
磨
（
南
砺
福
野
）

　
　
山
田
　
直
優
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　
①
大
谷
日
葉
里
（
南
砺
福
野
）

　
②
嶋
田
　
　
畔
（
南
砺
福
野
）

　
③
遠
藤
　
沙
希
（
南
砺
福
野
）

　
　
池
田
　
華
音
（
南
砺
福
野
）

国
の
産
業
の
隆
昌
を
祈
っ
て

き
の
と
み
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令
和
七
年
乙
巳
の
お
正
月
を
迎

え
、
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、

氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
元
日
夕
刻

に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
に

始
ま
り
、
線
状
降
水
帯
、
ま
た
、
台

風
も
次
々
と
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
気
温
の
高
い
日
が
立
冬
ま
で
続

く
と
い
う
近
年
に
な
い
自
然
災
害
多

発
と
異
常
気
象
の
年
で
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

一
日
も
早
い
復
興
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
事
件
も
多
く
起
こ
り
ま
し

た
。
詐
欺
や
闇
バ
イ
ト
な
ど
、
大
金

を
振
り
込
ま
せ
た
り
、
窃
盗
に
入
っ

た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
な
か
っ
た

日
は
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
段
々
と

物
騒
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
一
年
で
し
た
。
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
中
に
あ
っ
て
、
嬉
し
い
話
題
も

あ
り
ま
し
た
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
日
本
選
手
が
た
く
さ
ん
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

大
リ
ー
グ
に
お
い
て
は
、
大
谷
翔
平

選
手
が
史
上
初
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
五
〇

本
と
五
〇
盗
塁
を
達
成
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　　
斯
界
に
お
い
て
は
昨
年
、
来
る
令

和
十
五
年
に
伊
勢
の
神
宮
に
て
行
わ

れ
る
「
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷

宮
」
御
斎
行
に
つ
い
て
、
天
皇
陛
下

よ
り
御
聴
許
（
お
許
し
）
を
賜
り
ま

し
た
。
千
三
百
年
以
上
の
長
い
歴
史

を
持
つ
御
遷
宮
は
私
た
ち
日
本
人
の

誇
る
べ
き
伝
統
の
祭
事
で
あ
り
、
国

民
の
真
心
を
結
集
し
て
無
事
に
斎
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
よ
い
よ
動
き
出
す
大
切
な
年
と

な
っ
た
今
年
の
「
巳
年
」
は
、
蛇
の

年
で
す
。
蛇
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
成

長
す
る
の
で
、
巳
年
は
「
復
活
と
成

長
の
年
」「
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る

年
」「
希
望
に
満
ち
た
年
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
年
に
御

遷
宮
の
準
備
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と

は
誠
に
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
巳
年
と
い
う
こ
と
に
因
め
ば
、
神

社
の
拝
殿
に
四
神
旗
と
い
う
旗
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
旗
の
一
枚
に

蛇
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
青

龍
・
朱
雀
・
白
虎
・
玄
武
の
順
で
並

べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
角
を
表
し

て
い
ま
す
。
蛇
は
玄
武
（
亀
に
蛇
が

巻
き
つ
い
て
い
る
姿
）
と
い
う
旗
に

描
か
れ
て
お
り
、
方
角
は
北
で
、
水

の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
詣
の
際

に
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
北
へ
向

か
わ
れ
る
方
や
水
を
扱
う
仕
事
の
方

な
ど
、
新
た
な
力
を
い
た
だ
け
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
信
仰
上
か
ら
な
の
か
、
趣
味
か
ら

な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ペ
ッ
ト

と
し
て
蛇
を
飼
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
蛇
の
色
や
大
き
さ
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
大
人
し
く
安
全
な
タ
イ
プ

か
ら
毒
蛇
の
よ
う
な
危
険
な
タ
イ
プ

ま
で
多
種
多
様
い
る
そ
う
で
す
。
一

般
的
に
は
き
れ
い
な
色
を
し
た
蛇
は

毒
蛇
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
美
し
さ

に
ペ
ッ
ト
に
す
る
人
も
い
る
よ
う
で

す
が
、
た
ま
に
脱
走
し
て
大
騒
ぎ
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
も

の
に
は
毒
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
注
意
が
必
要
で
す
。
闇
バ
イ
ト
は

美
味
し
い
条
件
に
騙
さ
れ
て
罪
を
犯

し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
美
し
い
も

の
や
美
味
し
い
も
の
（
話
）
に
は
注

意
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
年
は
行
動
を
起
こ
す
前
に
よ
く

調
べ
、
慎
重
に
進
む
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
美
し
い
も
の
に
目
が
く

ら
み
、
判
断
を
誤
り
、
手
も
足
も
出

な
い
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

﹁
乙
巳
の
年
頭
に
あ
た
り
﹂

宮
　司  

藤
井
秀
嗣

令
和
七（
乙
巳
）年

皇
紀
二
六
八
五
年

謹
賀
新
年

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

権
禰
宜

　岩
田
智
典

　
　
　
　山
森
信
人

　
　
　
　松
本
正
靖

巫

　女

　源

　結
羽

　
　
　
　大
島
未
鈴

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

嘱

　託

　上
口
友
子

き
の
と
み

新
嘗
祭
斎
行

― 
あ
わ
せ
て
篤
農
家
表
彰
並
び
に
感
謝
状
授
与
式 

―

　
農
作
物
の
豊
か
な
稔
り
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
発
展
と
繁
栄
に
感
謝

す
る
、
一
年
間
の
中
で
も
特
に
重
要
な

祭
事
で
あ
る
こ
の
「
新
嘗
祭
」、
ご
神

前
に
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
ご
奉
納
い

た
だ
い
た
米
・
野
菜
な
ど
、
農
作
物
が

う
ず
高
く
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
立
冬
ま
で
続
い
た
暖
か
さ
も
、
一
転
　

身
の
引
き
締
ま
る
冬
の
空
気
に
入
れ

替
わ
っ
た
十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
大
神
様
に
感
謝
し
、

氏
子
崇
敬
者
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
、
令
和
六
年
最
後
の
大
祭
「
新
嘗

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

第62回 剣道大会 開催

　
令
和
六
年

の
参
向
使

は
、
い
な
ば

農
業
協
同
組

合
よ
り
堂
田

伸
俊
常
務
理

事
、「
献
穀
の

儀
」
は
本
年

度
献
穀
田
奉

耕
者
　

中
田

幸
礼
氏
、
井

波
地
域
農
業
者
会
　

会
長
　

西
村
精
志

氏
、
同
副
会
長
　

岩
﨑
宏
志
氏
に
ご
奉

仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引
き
続
き
、
篤
農
家
表
彰
式

を
行
い
、
前
出

の
中
田
氏
に
感

謝
状
、
ま
た
、

森
田
憲
二
氏
、

西
村
　

博
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
農
事
功

労
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

▽
小
学
生
男
・
女

　
①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
②
福
野
剣
友
会

▽
中
学
生
男
子

　
①
庄
西
中
学
校

　
②
井
波
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　
①
出
町
剣
道
ク
ラ
ブ
A

【
個
人
の
部
】

▽
小
学
生
男
子

　
①
髙
橋
　
佑
心
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
木
谷
　
蒼
翼
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
③
武
岡
　
空
吾
（
砺
波
武
道
館
）

　
　
髙
田
　
　
武
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
九
月
十
六
日
、
今
年
で
六
十
二
回
目
と

な
る
「
奉
納
剣
道
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
毎
年
、
秋
空
の
も
と
髙
瀬
神
社
の
境

内
に
て
行
わ
れ
る
本
大
会
で
す
が
、
本
年

は
天
候
不
良
の
為
、
井
波
社
会
体
育
館
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
例
年
と
変
わ
ら
ぬ
、
熱
い
剣

さ
ば
き
の
音
と
元
気
な
声
援
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

と
く   

の
う    

か

に
い
な
め

さ
い

▽
小
学
生
女
子

　
①
髙
畠
　
和
花
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
齋
藤
　
舞
子
（
福
野
剣
友
会
）

　
③
宮
島
　
愛
心
（
福
野
剣
友
会
）

　
　
藤
井
　
花
南
（
井
波
ス
ポ
少
）

▽
中
学
生
男
子

　
①
ベッ
ク・ジ
ョ
シュ
ア
（
庄
西
）

　
②
高
田
　
真
聖
（
庄
西
）

　
③
小
西
　
夢
翔
（
井
波
）

　
　
髙
畠
　
吉
生
（
井
波
）

▽
中
学
生
女
子

　
①
重
原
　
紗
希
（
庄
川
）

　
②
照
井
　
菜
那
（
出
町
ク
ラ
ブ
A
）

　
③
野
原
　
歩
華
（
出
町
ク
ラ
ブ
A
）

　
　
松
原
　
夏
希
（
庄
川
）

▽
高
校
生
男
子

　
①
朝
倉
　
昌
秋
（
南
砺
福
野
）

　
②
藤
森
　
一
颯
（
砺
波
）

　
③
上
田
　
颯
磨
（
南
砺
福
野
）

　
　
山
田
　
直
優
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　
①
大
谷
日
葉
里
（
南
砺
福
野
）

　
②
嶋
田
　
　
畔
（
南
砺
福
野
）

　
③
遠
藤
　
沙
希
（
南
砺
福
野
）

　
　
池
田
　
華
音
（
南
砺
福
野
）

国
の
産
業
の
隆
昌
を
祈
っ
て

き
の
と
み
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祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

《
令
和
七
年
》

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日

　月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日

　交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日

 

二 

月 

二
日

 

二 

月 

十
一
日

 

二 

月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
一
日

 

七 

月
中 

斎
行
予
定

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
三
日

 

十 

月 

五
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀
元

節

祭

祈

年

祭

天
長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲
荷
社
例
祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形
感
謝
祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま
つ
り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神
明
宮
例
祭

七
五
三
祝
祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

明
治
節
祭
斎
行

－末
永
い
世
界
平
和
を
祈
っ
て

－ 献穀田だより

　
― 

大
神
様
に
豊
作
を
感
謝 

― 

抜
穂
祭
斎
行

神
宮
初
穂
曳
に
参
加

　
九
月
十
五
日
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田
に

お
い
て
「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙
女
が
、
大
神
様

の
御
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
た
わ
わ
に

稔
っ
た
稲
穂
を
、
ひ
と
株
ひ
と
株
丁
寧

に
刈
り
取
り
ま
し

た
。
収
穫
さ
れ
た

稲
は
、
当
神
社
の

新
嘗
祭
、
ま
た

「
懸
税
」
と
し
て

伊
勢
の
神
宮
の
神

嘗
祭
に
供
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
十
月
十
六
日
、
伊
勢
の
神
宮
で
行

わ
れ
た
「
初
穂
曳
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
穂
曳
は
神
宮
の
神
嘗
祭
を

祝
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
年
の
新
穀
の

株
式
会
社
縄
合
屋

有
限
会
社
石
森
石
材

有
限
会
社
新
井
瓦
店

ア
ル
カ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

キ
ョ
ー
リ
ン
製
薬
グ
ル
ー
プ
工
場
株
式
会
社
井
波
工
場

株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

タ
チ
フ
レ
ッ
ク
ス

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社

加
藤
麻
理
嘉

有
限
会
社
か
に
や
・
ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

株
式
会
社
川
金

株
式
会
社
九
谷
屋

小
西
町
子

有
限
会
社
さ
つ
き
堂

株
式
会
社
三
楽
園

株
式
会
社
ジ
オ
ミ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
島
田
木
材

有
限
会
社
庄
川
建
鋼

庄
川
自
動
車
株
式
会
社

セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

タ
カ
セ
溶
工

菓
子
蔵
処
田
村
萬
盛
堂

東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

中
田
　
武

中
村
屋

ナ
ナ
ン
テ
ア
フ
ル
ー
ル

南
部
ス
タ
ジ
オ

西
部
英
子
　

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
た
か
た

日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な
だ

み
た
に
美
容
室

株
式
会
社
み
つ
和

宮
窪
電
気
商
会

森
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
レ
ッ
ク
ラ
ヴ
ィ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

注
連
縄
奉
納
講
奉
賛
者
芳
名

お
子
様
の
成
長
を
祈
っ
て

七
五
三
祝
祭

注
連
縄
奉
納
奉
告
祭

し
め
な
わ

ー 

注
連
縄
に
願
い
を
こ
め
て 

ー

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や
行

事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記
事
も
ご
参
考
に
な

さ
っ
て
下
さ
い
。  https://w

w
w
.takase.or.jp

石 

岡 

敬 
夫 
氏

前
責
任
役
員

富
山
県
神
社
庁
表
彰

　
「
文
化
の
日
」
と
し
て
広
く
国
民
に
親
し

ま
れ
る
十
一
月
三
日
は
明
治
天
皇
の
御
生
誕
の

日
で
す
。こ
れ
を
祝
い
「
明
治
節
祭
」
を
斎
行

し
、
あ
わ
せ
て
世
界
の
平
和
と
国
の
隆
昌
、

そ
し
て
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
し
ま
し
た
。

︵
口
語
訳
︶

大
地
に
国
境
が
あ
っ
て
も

空
を
隔
て
る
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
い

ひ
さ
か
た
の

空
は
へ
だ
て
も
な
か
り
け
り

地
な
る
國
は
境
あ
れ
ど
も

明
治
天
皇
御
製
﹁
天
﹂︵
明
治
三
十
九
年
︶

め
い  

じ 

せ
つ
さ
い

つ
ち　

さ
わ
や
か
な
秋
風
が
空
を
わ
た
る

十
一
月
十
五
日
、
お
子
様
の
無
事
の

成
長
を
大
神
様
に
感
謝
し
、
今
後

益
々
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
念
す
る

七
五
三
祝
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
三
歳
の
「
髪
置
き
」
、
五
歳
の

「
袴
着
」、
七
歳
の
「
帯
解
き
」
の

儀
式
を
起
源
と
す
る
、
古
く
よ
り
わ

が
国
に
受
け
継
が
れ
る
七
五
三
詣
。

お
参
り
の
お
子
様
た
ち
は
大
神
様
の

や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
て
、
元
気
に
お

育
ち
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

か
み  

お

は
か
ま
ぎ

お
び  

と

　
髙
瀬
神
社
「
注
連
縄
奉
納
講
」
で
は
毎

年
、
清
々
し
く
新
年
を
迎
え
る
為
に
、
そ

の
年
一
年
間
社
殿
に
掛
け
ら
れ
る
、
新
し

い
注
連
縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
注
連
縄
の
奉
製
を
担
当
し
た
の
は
、
海

外
で
も
活
躍
す
る
射
水
市
の
株
式
会
社
縄

合
屋
。
代
表
の
折
橋
由
紀
氏
を
は
じ
め
職

人
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
そ
の
材
料
選
び
か

ら
掛
け
替
え

に
至
る
ま
で
、

心
を
込
め
て

仕
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
美
し

い
注
連
縄
に

は
、
ご
奉
納
い

た
だ
い
た
皆

様
の
祈
願
紙

が
一
枚
一
枚
心

を
込
め
て
綯

い
込
ま
れ
て

お
り
、
今
年
一

年
間
大
神
様

の
お
そ
ば
近

く
に
掲
げ
ら

れ
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
の
責
任
役
員
就
任

以
来
、
永
年
に
亘
り
神
社
の
護
持
運

営
に
寄
与
、
地
域
よ
り
選
出
さ
れ
た

役
員
と
し
て
、
地
域
、
神
社
、
相
互
の

懸
け
橋
の
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
の
初
詣
参
拝
者
受
入

れ
の
際
に
は
、
自
ら
も
昼
夜
奉
仕
す

る
中
、
奉
仕
氏
子
の
皆
様
に
寄
り
添

い
、
声
を
か
け
、
主
導
的
立
場
を
以

て
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
国
幣
社
昇
格
百
年
を
記
念
し
て
計

画
さ
れ
、
令
和
五
年
に
竣
功
し
た

「
御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
」
で
は
、

各
方
面
の

調
整
役
と

し
て
尽
瘁

さ
れ
、
ご

神
徳
の
発

揚
に
真
心

を
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

な
わ 

わ
せ 

や

な

稔
り
に
感
謝
し
、
お

初
穂
を
積
ん
だ
奉

曳
車
に
結
ば
れ
た

綱
を
大
勢
の
奉
仕

者
で
引
い
て
、
神
宮

の
ご
神
域
ま
で
運
ぶ

伝
統
の
神
事
で
す
。

　
今
回
参
加
さ
れ

た
皆
様
は
、
本
年
の

奉
耕
を
ご
担
当
い

た
だ
い
た
農
事
組

合
法
人
勧
学
院
か

ら
中
田
幸
礼
氏
、
中

嶋
幸
之
丞
氏
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
参
加
を
見
送
っ
た
令
和
二
年
か

ら
の
奉
耕
者
、
青
山
雄
一
郎
氏
、
谷
川

徹
氏
、
波
能
治
男
ご
夫
妻
。

　
前
日
に
は
神
宮
徴
古
館
、
農
業
館
、

美
術
館
な
ど
、
神
宮
の
由
緒
や
祭
事
を

学
ぶ
施
設
を
見
学
し
、
二
十
年
に
一
度

行
わ
れ
る
式
年
遷
宮
の
歴
史
と
伝
統
に

ふ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
、第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮

は
、令
和
十
五
年
の
秋
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

ぬ
い 

ぼ 

さ
い

か
け
ぢ
か
ら

は
つ  

ほ  

び
き

ほ
う

え
い 

し
ゃ

か
ん

な
め
さ
い

ち
ょ
う
こ  

か
ん

直
径
十
セ
ン
チ
の
見
事
な
一
文
字
注
連
縄

内宮宇治橋前にて外宮正宮前にてお初穂を積んだ奉曳車と
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祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

《
令
和
七
年
》

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日

　月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日

　交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日

 

二 

月 

二
日

 

二 

月 

十
一
日

 

二 

月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
一
日

 

七 

月
中 

斎
行
予
定

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
三
日

 

十 

月 

五
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀
元

節

祭

祈

年

祭

天
長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲
荷
社
例
祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形
感
謝
祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま
つ
り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神
明
宮
例
祭

七
五
三
祝
祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

明
治
節
祭
斎
行

－末
永
い
世
界
平
和
を
祈
っ
て

－ 献穀田だより

　
― 

大
神
様
に
豊
作
を
感
謝 

― 

抜
穂
祭
斎
行

神
宮
初
穂
曳
に
参
加

　
九
月
十
五
日
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田
に

お
い
て
「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙
女
が
、
大
神
様

の
御
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
た
わ
わ
に

稔
っ
た
稲
穂
を
、
ひ
と
株
ひ
と
株
丁
寧

に
刈
り
取
り
ま
し

た
。
収
穫
さ
れ
た

稲
は
、
当
神
社
の

新
嘗
祭
、
ま
た

「
懸
税
」
と
し
て

伊
勢
の
神
宮
の
神

嘗
祭
に
供
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
十
月
十
六
日
、
伊
勢
の
神
宮
で
行

わ
れ
た
「
初
穂
曳
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
穂
曳
は
神
宮
の
神
嘗
祭
を

祝
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
年
の
新
穀
の

株
式
会
社
縄
合
屋

有
限
会
社
石
森
石
材

有
限
会
社
新
井
瓦
店

ア
ル
カ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

キ
ョ
ー
リ
ン
製
薬
グ
ル
ー
プ
工
場
株
式
会
社
井
波
工
場

株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

タ
チ
フ
レ
ッ
ク
ス

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社

加
藤
麻
理
嘉

有
限
会
社
か
に
や
・
ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

株
式
会
社
川
金

株
式
会
社
九
谷
屋

小
西
町
子

有
限
会
社
さ
つ
き
堂

株
式
会
社
三
楽
園

株
式
会
社
ジ
オ
ミ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
島
田
木
材

有
限
会
社
庄
川
建
鋼

庄
川
自
動
車
株
式
会
社

セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

タ
カ
セ
溶
工

菓
子
蔵
処
田
村
萬
盛
堂

東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

中
田
　
武

中
村
屋

ナ
ナ
ン
テ
ア
フ
ル
ー
ル

南
部
ス
タ
ジ
オ

西
部
英
子
　

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
た
か
た

日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な
だ

み
た
に
美
容
室

株
式
会
社
み
つ
和

宮
窪
電
気
商
会

森
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
レ
ッ
ク
ラ
ヴ
ィ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

注
連
縄
奉
納
講
奉
賛
者
芳
名

お
子
様
の
成
長
を
祈
っ
て

七
五
三
祝
祭

注
連
縄
奉
納
奉
告
祭

し
め
な
わ

ー 

注
連
縄
に
願
い
を
こ
め
て 

ー

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や
行

事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記
事
も
ご
参
考
に
な

さ
っ
て
下
さ
い
。  https://w

w
w
.takase.or.jp

石 

岡 

敬 

夫 

氏

前
責
任
役
員

富
山
県
神
社
庁
表
彰

　
「
文
化
の
日
」
と
し
て
広
く
国
民
に
親
し

ま
れ
る
十
一
月
三
日
は
明
治
天
皇
の
御
生
誕
の

日
で
す
。こ
れ
を
祝
い
「
明
治
節
祭
」
を
斎
行

し
、
あ
わ
せ
て
世
界
の
平
和
と
国
の
隆
昌
、

そ
し
て
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
し
ま
し
た
。

︵
口
語
訳
︶

大
地
に
国
境
が
あ
っ
て
も

空
を
隔
て
る
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
い

ひ
さ
か
た
の

空
は
へ
だ
て
も
な
か
り
け
り

地
な
る
國
は
境
あ
れ
ど
も

明
治
天
皇
御
製
﹁
天
﹂︵
明
治
三
十
九
年
︶

め
い  

じ 

せ
つ
さ
い

つ
ち　

さ
わ
や
か
な
秋
風
が
空
を
わ
た
る

十
一
月
十
五
日
、
お
子
様
の
無
事
の

成
長
を
大
神
様
に
感
謝
し
、
今
後

益
々
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
念
す
る

七
五
三
祝
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
三
歳
の
「
髪
置
き
」
、
五
歳
の

「
袴
着
」、
七
歳
の
「
帯
解
き
」
の

儀
式
を
起
源
と
す
る
、
古
く
よ
り
わ

が
国
に
受
け
継
が
れ
る
七
五
三
詣
。

お
参
り
の
お
子
様
た
ち
は
大
神
様
の

や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
て
、
元
気
に
お

育
ち
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

か
み  

お

は
か
ま
ぎ

お
び  

と

　
髙
瀬
神
社
「
注
連
縄
奉
納
講
」
で
は
毎

年
、
清
々
し
く
新
年
を
迎
え
る
為
に
、
そ

の
年
一
年
間
社
殿
に
掛
け
ら
れ
る
、
新
し

い
注
連
縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
注
連
縄
の
奉
製
を
担
当
し
た
の
は
、
海

外
で
も
活
躍
す
る
射
水
市
の
株
式
会
社
縄

合
屋
。
代
表
の
折
橋
由
紀
氏
を
は
じ
め
職

人
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
そ
の
材
料
選
び
か

ら
掛
け
替
え

に
至
る
ま
で
、

心
を
込
め
て

仕
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
美
し

い
注
連
縄
に

は
、
ご
奉
納
い

た
だ
い
た
皆

様
の
祈
願
紙

が
一
枚
一
枚
心

を
込
め
て
綯

い
込
ま
れ
て

お
り
、
今
年
一

年
間
大
神
様

の
お
そ
ば
近

く
に
掲
げ
ら

れ
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
の
責
任
役
員
就
任

以
来
、
永
年
に
亘
り
神
社
の
護
持
運

営
に
寄
与
、
地
域
よ
り
選
出
さ
れ
た

役
員
と
し
て
、
地
域
、
神
社
、
相
互
の

懸
け
橋
の
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
の
初
詣
参
拝
者
受
入

れ
の
際
に
は
、
自
ら
も
昼
夜
奉
仕
す

る
中
、
奉
仕
氏
子
の
皆
様
に
寄
り
添

い
、
声
を
か
け
、
主
導
的
立
場
を
以

て
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
国
幣
社
昇
格
百
年
を
記
念
し
て
計

画
さ
れ
、
令
和
五
年
に
竣
功
し
た

「
御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
」
で
は
、

各
方
面
の

調
整
役
と

し
て
尽
瘁

さ
れ
、
ご

神
徳
の
発

揚
に
真
心

を
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

な
わ 

わ
せ 

や

な

稔
り
に
感
謝
し
、
お

初
穂
を
積
ん
だ
奉

曳
車
に
結
ば
れ
た

綱
を
大
勢
の
奉
仕

者
で
引
い
て
、
神
宮

の
ご
神
域
ま
で
運
ぶ

伝
統
の
神
事
で
す
。

　
今
回
参
加
さ
れ

た
皆
様
は
、
本
年
の

奉
耕
を
ご
担
当
い

た
だ
い
た
農
事
組

合
法
人
勧
学
院
か

ら
中
田
幸
礼
氏
、
中

嶋
幸
之
丞
氏
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
参
加
を
見
送
っ
た
令
和
二
年
か

ら
の
奉
耕
者
、
青
山
雄
一
郎
氏
、
谷
川

徹
氏
、
波
能
治
男
ご
夫
妻
。

　
前
日
に
は
神
宮
徴
古
館
、
農
業
館
、

美
術
館
な
ど
、
神
宮
の
由
緒
や
祭
事
を

学
ぶ
施
設
を
見
学
し
、
二
十
年
に
一
度

行
わ
れ
る
式
年
遷
宮
の
歴
史
と
伝
統
に

ふ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
、第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮

は
、令
和
十
五
年
の
秋
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

ぬ
い 

ぼ 

さ
い

か
け
ぢ
か
ら

は
つ  

ほ  

び
き

ほ
う

え
い 

し
ゃ

か
ん

な
め
さ
い

ち
ょ
う
こ  

か
ん

直
径
十
セ
ン
チ
の
見
事
な
一
文
字
注
連
縄

内宮宇治橋前にて外宮正宮前にてお初穂を積んだ奉曳車と
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鎮
守
の
杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第６回

　こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ
り

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
髙
瀬
神
社
に
ま
つ
わ
る

と
っ
て
お
き
の
思
い
出
ば
な
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

六
十
年
前
の
初
詣
風
景

元
高
瀬
区
長  

石
川
　
憲
明

　
昭
和
三
十
年
代
の
初
詣
は
、
車
で
の

参
拝
は
稀
で
あ
っ
た
。
近
隣
の
方
は
徒

歩
で
初
詣
。
高
岡
や
砺
波
の
方
は
城
端

線
の
福
野
駅
で
加
越
線
に
乗
り
換
え
る

が
、
神
社
行
き
直
通
列
車
も
あ
っ
た
。

石
動
か
ら
庄
川
の
加
越
線
沿
線
住
民
は

気
動
車
に
乗
り
髙
瀬
神
社
に
詣
で
た
。

　
さ
す
が
越
中
一
宮
だ
け
あ
っ
て
、
県

西
部
か
ら
三
十
万
人
以
上
の
参
拝
客
が

髙
瀬
神
社
駅
に
押
し
寄
せ
た
。
そ
の
大

半
は
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
集
中
し
、
駅

か
ら
拝
殿
ま
で
長
蛇
の
列
だ
っ
た
。

　
昔
は
高

瀬
村
駅
と

言
う
駅
名

だ
っ
た
が
、

髙
瀬
神
社

駅
に
改
名
。

ホ
ー
ム
は
狭

く
、
初
詣
時

の
み
五
両
編

成
の
乗
客
が

乗
降
で
き
る

仮
設
ホ
ー
ム

を
増
設
。

　
叔
父
の

家
が
髙
瀬

神
社
駅
近

く
の
参
道

沿
い
に
在

り
、
親
戚
一

族
で
穂
宝

や
招
き
猫
・

福
助
の
縁

起
物
を
販

売
。
高
岡
発

の
蒸
気
機

関
車
が
到

着
す
る
と
、

ポ
ー
ッ
と
汽
笛
が
鳴
り
乗
客
の
到
来
を

教
え
て
く
れ
た
。
小
学
生
だ
っ
た
私
も

従
姉
妹
と
一
緒
に
寝
ず
の
番
で
お
店
を

手
伝
う
。
ご
褒
美
の
お
年
玉
は
格
別
に

嬉
し
か
っ
た
。

　
境
内
に
青
年
団
の
テ
ン
ト
が
設
置
。

団
員
は
背
広
か
和
服
姿
。
女
性
は
髪
を

結
い
成
人
式
用
の
晴
れ
着
姿
。
店
先
に

集
ま
る
酔
客
も
満
面
の
笑
み
だ
っ
た
。

　
初
詣
客
の
多
く
は
一
張
羅
の
洋
服
か

和
服
姿
で
あ
り
、
振
袖
の
華
や
か
な
装

い
は
、
初
詣
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
。

　
年
月
が
進
み
、
交
通
手
段
は
車
社
会

に
突
入
。
昭
和
四
十
七
年
に
加
越
線
が

廃
線
と
な
り
、
髙
瀬
神
社
駅
は
姿
を
消

し
た
。
跡
地
に
大
鳥
居
が
寄
進
さ
れ
、

昔
の
風
景
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。

　
そ
れ
で
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
情
景
が

残
る
。

　
そ
れ
は
、
高
瀬
村
総
出
で
初
詣
を
支

え
続
け
る
氏
子
の
ご
奉
仕
の
姿
で
あ
る
。

能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ 

一
日
も
早
い
復
興
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　「
お
腹
が
痛
い
」「
胃
が
も

た
れ
る
」「
食
欲
が
な
い
」「
便

秘
と
下
痢
を
繰
り
返
す
」、内

科
外
来
に
は
こ
ん
な
訴
え
の

患
者
さ
ん
が
多
数
来
ら
れ
ま

す
。一
度
は
精
密
検
査（
胃
カ

メ
ラ
や
腹
部
超
音
波
検
査
な

ど
）を
行
い
、重
大
な
目
に
見

え
る
異
常（
潰
瘍
や
癌
な
ど

の
器
質
的
疾
患
）が
潜
ん
で
い

な
い
か
調
べ
る
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
す
。し
か
し
実
際
に
異

常
が
見
つ
か
る
確
率
は
一
割
も

あ
り
ま
せ
ん
。で
は
な
ぜ
症

状
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
？

背
景
に
は
ス
ト
レ
ス
が
大
い
に

関
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
が

自
律
神
経（
＝
体
温
調
節
、

心
拍
数
や
血
圧
の
調
節
、消

化
・
吸
収
な
ど
の
体
の
働
き

を
無
意
識
に
調
整
し
て
く
れ

る
神
経
。「
活
動
モ
ー
ド
」の
交

感
神
経
と「
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー

ド
」の
副
交
感
神
経
の
二
つ
が

あ
る
。）の
バ
ラ
ン
ス
を
乱
す

と
、「
冷
え
や
ほ
て
り
」「
め
ま

い
」「
動
悸
」「
疲
れ
や
す
さ
や

不
眠
」な
ど
の
他
、胃
の
知
覚

過
敏
や
胃
腸
の
運
動
機
能
低

下
を
引
き
起
こ
し
冒
頭
の
よ

う
な
症
状
に
繋
が
り
ま
す
。

「
機
能
性
ディ
ス
ペ
プ
シ
ア
」や

「
過
敏
性
腸
症
候
群
」と
診

断
さ
れ
、胃
酸
を
抑
え
る
薬

や
胃
の
運
動
を
助
け
る
薬
、

便
秘
薬
や
整
腸
剤
な
ど
が
処

方
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、治
療
に
お
い
て
最
も
大
事

な
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
管
理
で

す
。食
生
活
の
見
直
し
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、３
Ｒ（R

est；

休
息
・
睡
眠
、Relax；

リ
ラ
ッ

ク
ス
、Recreation；

娯
楽
・

余
暇
）が
重
要
で
す
。特
に

R
elax

法
と
し
て
適
度
な
運

動
（
や
や
汗
ば
む
程
度
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、軽
い

筋
ト
レ・ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
）が

お
す
す
め
で
す
。自
律
神
経
が

整
う
こ
と
で
上
記
身
体
症
状

の
改
善
に
繋
が
る
だ
け
で
な

く
、精
神
的
に
も
大
い
に
満
た

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
日
常
生
活
に
取
り
入

れ
て
み
て
下
さ
い
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑮
　
　

「
運
動
の
す
す
め
」

  
南
砺
市
民
病
院 

内
科
部
長
　
丸
山
　 

仁

丸
山
　
仁

　
南
砺
市
民
病
院
内
科

　
　
　
　
　
（
消
化
器
科
）
部
長
。

富
山
市
（
旧
大
沢
野
町
）
出
身
、
自

治
医
科
大
学
卒
。
当
院
に
は
平
成
二

十
四
年
か
ら
勤
務
、
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
南
砺
市
の
消
化
器
診
療
お
よ

び
保
健
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
ま

す
。
趣
味
は
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
テ
ニ

ス
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

全
般
。

節分祭 節分祭 節分祭 節分祭 

ー豆まき神事のご案内ーー豆まき神事のご案内ー

「
令
和
七
年
干
支
絵
馬
」
。

今
年
の
目
標
は
「
蛇
は
一
寸
に

し
て
人
を
呑
む
」
。

気
迫
で
が
ん
ば
り
ま
す
！

編
集
後
記

表
紙
絵

　
セ
・
リ
ー
グ
三
位
か
ら
二

十
六
年
ぶ
り
の
日
本
一に
輝

い
た
横
浜
D
e
N
A
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
。球
団
オ
ー
ナ
ー
南
場

智
子
さ
ん
の
チ
ー
ム
愛
や

経
営
理
念
、そ
の
人
柄
が
注

目
を
集
め
て
い
る
。令
和
七

年
、D
e
N
A
フ
ァ
ン
の
お

屠
蘇
は
果
た
し
て
、一
足
早

い
ビ
ー
ル
と
な
る
の
か
。 （
智
）

令和７年 厄年・身祝一覧

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成14年（午） 25歳 平成13年（巳） 26歳 平成12年（辰）

  41歳 昭和60年（丑） 42歳 昭和59年（子） 43歳 昭和58年（亥）
  60歳 昭和41年（午） 61歳 昭和40年（巳） 62歳 昭和39年（辰）
 
女
 18歳 平成20年（子） 19歳 平成19年（亥） 20歳 平成18年（戌）

  32歳 平成 6年（戌） 33歳 平成 5年（酉） 34歳 平成 4年（申）
  36歳 平成 2年（午） 37歳 昭和64年・平成元年（巳） 38歳 昭和63年（辰）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和40年（巳）
 古希 70歳 昭和31年（申）
 喜寿 77歳 昭和24年（丑）
 傘寿 80歳 昭和21年（戌）
 米寿 88歳 昭和13年（寅）
 卒寿 90歳 昭和11年（子）
 白寿 99歳 昭和2年（卯）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年

　
以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
初
穂
米
】
 

岩
倉
　
　
勲 

殿

 

大
塚
　
昌
一 

殿

【
神
饌
米
】
 
井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

 

農
事
組
合
法
人
勧
学
院
　
　
　

 

代
表
　
中
田
　
幸
礼 

殿

 

岩
倉
　
和
弘 

殿

【
里
　
芋
】
 

河
原
　
祥
滋 

殿

【
浄
財
　

七
萬
四
阡
八
陌
七
圓
】

 

中
川
　
哲
之
・
朋
香 

殿

　古く節分は、「季節の変わり目」を表す言葉
であり、立春が一年の始まりとする考えに基
づき、この節目を特に「節分」と呼ぶようにな
りました。そして、季節の変わり目には災厄が
生じるとの古い信仰から、現在も各地で豆ま
きなどの「追儺神事」が行われています。
　越中一宮髙瀬神社の豆まき神事に、どうぞ
ご参加下さい。
と　き　令和７年２月２日（日） 午後３時
ところ　髙瀬神社 拝殿

つい な

せつぶん

安産祈願
戌の日カレンダー
1月　 5日・17日・29日　　
2月　10日・22日　
3月　 6日・18日・30日　　
4月　11日・23日　　　 　
5月　 5日・17日・29日　
6月　10日・22日

腹帯のお祓いも行いますので、どうぞ
ご持参下さい。

令
和
7
年

ま
れ

い
す
る
ぎ

仮
設
ホ
ー
ム
か
ら
列
車
に
乗
り
込
む

初
詣
客（
昭
和
三
十
七
年
）

晴れ着姿で奉仕する氏子の女性たち（昭和四十二年）

と
　
そ

か
い
よ
う

ど
う 

き

　１月８日からは、初詣の参
拝順路確保のために一時殿内
に収納されていた「干支まい
り賽銭箱」と「干支まいり鈴
緒」が社殿前に戻ります。
　巳年生まれの方はもちろん、
他の干支の生まれの方もご自
身の干支飾りにふれて守り神
の癒しとお導きをお受け下さい。

杜のにぎわい

今年は巳年、
鈴緒にふれて干支まいりを



ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

67

越中一宮84vol.

　　　　　　　 LINE

鎮
守
の
杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第６回

　こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ
り

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
髙
瀬
神
社
に
ま
つ
わ
る

と
っ
て
お
き
の
思
い
出
ば
な
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

六
十
年
前
の
初
詣
風
景

元
高
瀬
区
長  
石
川
　
憲
明

　
昭
和
三
十
年
代
の
初
詣
は
、
車
で
の

参
拝
は
稀
で
あ
っ
た
。
近
隣
の
方
は
徒

歩
で
初
詣
。
高
岡
や
砺
波
の
方
は
城
端

線
の
福
野
駅
で
加
越
線
に
乗
り
換
え
る

が
、
神
社
行
き
直
通
列
車
も
あ
っ
た
。

石
動
か
ら
庄
川
の
加
越
線
沿
線
住
民
は

気
動
車
に
乗
り
髙
瀬
神
社
に
詣
で
た
。

　
さ
す
が
越
中
一
宮
だ
け
あ
っ
て
、
県

西
部
か
ら
三
十
万
人
以
上
の
参
拝
客
が

髙
瀬
神
社
駅
に
押
し
寄
せ
た
。
そ
の
大

半
は
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
集
中
し
、
駅

か
ら
拝
殿
ま
で
長
蛇
の
列
だ
っ
た
。

　
昔
は
高

瀬
村
駅
と

言
う
駅
名

だ
っ
た
が
、

髙
瀬
神
社

駅
に
改
名
。

ホ
ー
ム
は
狭

く
、
初
詣
時

の
み
五
両
編

成
の
乗
客
が

乗
降
で
き
る

仮
設
ホ
ー
ム

を
増
設
。

　
叔
父
の

家
が
髙
瀬

神
社
駅
近

く
の
参
道

沿
い
に
在

り
、
親
戚
一

族
で
穂
宝

や
招
き
猫
・

福
助
の
縁

起
物
を
販

売
。
高
岡
発

の
蒸
気
機

関
車
が
到

着
す
る
と
、

ポ
ー
ッ
と
汽
笛
が
鳴
り
乗
客
の
到
来
を

教
え
て
く
れ
た
。
小
学
生
だ
っ
た
私
も

従
姉
妹
と
一
緒
に
寝
ず
の
番
で
お
店
を

手
伝
う
。
ご
褒
美
の
お
年
玉
は
格
別
に

嬉
し
か
っ
た
。

　
境
内
に
青
年
団
の
テ
ン
ト
が
設
置
。

団
員
は
背
広
か
和
服
姿
。
女
性
は
髪
を

結
い
成
人
式
用
の
晴
れ
着
姿
。
店
先
に

集
ま
る
酔
客
も
満
面
の
笑
み
だ
っ
た
。

　
初
詣
客
の
多
く
は
一
張
羅
の
洋
服
か

和
服
姿
で
あ
り
、
振
袖
の
華
や
か
な
装

い
は
、
初
詣
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
。

　
年
月
が
進
み
、
交
通
手
段
は
車
社
会

に
突
入
。
昭
和
四
十
七
年
に
加
越
線
が

廃
線
と
な
り
、
髙
瀬
神
社
駅
は
姿
を
消

し
た
。
跡
地
に
大
鳥
居
が
寄
進
さ
れ
、

昔
の
風
景
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。

　
そ
れ
で
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
情
景
が

残
る
。

　
そ
れ
は
、
高
瀬
村
総
出
で
初
詣
を
支

え
続
け
る
氏
子
の
ご
奉
仕
の
姿
で
あ
る
。

能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ 

一
日
も
早
い
復
興
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　「
お
腹
が
痛
い
」「
胃
が
も

た
れ
る
」「
食
欲
が
な
い
」「
便

秘
と
下
痢
を
繰
り
返
す
」、内

科
外
来
に
は
こ
ん
な
訴
え
の

患
者
さ
ん
が
多
数
来
ら
れ
ま

す
。一
度
は
精
密
検
査（
胃
カ

メ
ラ
や
腹
部
超
音
波
検
査
な

ど
）を
行
い
、重
大
な
目
に
見

え
る
異
常（
潰
瘍
や
癌
な
ど

の
器
質
的
疾
患
）が
潜
ん
で
い

な
い
か
調
べ
る
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
す
。し
か
し
実
際
に
異

常
が
見
つ
か
る
確
率
は
一
割
も

あ
り
ま
せ
ん
。で
は
な
ぜ
症

状
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
？

背
景
に
は
ス
ト
レ
ス
が
大
い
に

関
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
が

自
律
神
経（
＝
体
温
調
節
、

心
拍
数
や
血
圧
の
調
節
、消

化
・
吸
収
な
ど
の
体
の
働
き

を
無
意
識
に
調
整
し
て
く
れ

る
神
経
。「
活
動
モ
ー
ド
」の
交

感
神
経
と「
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー

ド
」の
副
交
感
神
経
の
二
つ
が

あ
る
。）の
バ
ラ
ン
ス
を
乱
す

と
、「
冷
え
や
ほ
て
り
」「
め
ま

い
」「
動
悸
」「
疲
れ
や
す
さ
や

不
眠
」な
ど
の
他
、胃
の
知
覚

過
敏
や
胃
腸
の
運
動
機
能
低

下
を
引
き
起
こ
し
冒
頭
の
よ

う
な
症
状
に
繋
が
り
ま
す
。

「
機
能
性
ディ
ス
ペ
プ
シ
ア
」や

「
過
敏
性
腸
症
候
群
」と
診

断
さ
れ
、胃
酸
を
抑
え
る
薬

や
胃
の
運
動
を
助
け
る
薬
、

便
秘
薬
や
整
腸
剤
な
ど
が
処

方
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、治
療
に
お
い
て
最
も
大
事

な
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
管
理
で

す
。食
生
活
の
見
直
し
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、３
Ｒ（R

est；

休
息
・
睡
眠
、Relax；

リ
ラ
ッ

ク
ス
、Recreation；

娯
楽
・

余
暇
）が
重
要
で
す
。特
に

R
elax

法
と
し
て
適
度
な
運

動
（
や
や
汗
ば
む
程
度
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、軽
い

筋
ト
レ・ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
）が

お
す
す
め
で
す
。自
律
神
経
が

整
う
こ
と
で
上
記
身
体
症
状

の
改
善
に
繋
が
る
だ
け
で
な

く
、精
神
的
に
も
大
い
に
満
た

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
日
常
生
活
に
取
り
入

れ
て
み
て
下
さ
い
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑮
　
　

「
運
動
の
す
す
め
」

  

南
砺
市
民
病
院 

内
科
部
長
　
丸
山
　 

仁

丸
山
　
仁

　
南
砺
市
民
病
院
内
科

　
　
　
　
　
（
消
化
器
科
）
部
長
。

富
山
市
（
旧
大
沢
野
町
）
出
身
、
自

治
医
科
大
学
卒
。
当
院
に
は
平
成
二

十
四
年
か
ら
勤
務
、
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
南
砺
市
の
消
化
器
診
療
お
よ

び
保
健
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
ま

す
。
趣
味
は
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
テ
ニ

ス
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

全
般
。

節分祭 節分祭 節分祭 節分祭 

ー豆まき神事のご案内ーー豆まき神事のご案内ー

「
令
和
七
年
干
支
絵
馬
」
。

今
年
の
目
標
は
「
蛇
は
一
寸
に

し
て
人
を
呑
む
」
。

気
迫
で
が
ん
ば
り
ま
す
！

編
集
後
記

表
紙
絵

　
セ
・
リ
ー
グ
三
位
か
ら
二

十
六
年
ぶ
り
の
日
本
一に
輝

い
た
横
浜
D
e
N
A
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
。球
団
オ
ー
ナ
ー
南
場

智
子
さ
ん
の
チ
ー
ム
愛
や

経
営
理
念
、そ
の
人
柄
が
注

目
を
集
め
て
い
る
。令
和
七

年
、D
e
N
A
フ
ァ
ン
の
お

屠
蘇
は
果
た
し
て
、一
足
早

い
ビ
ー
ル
と
な
る
の
か
。 （
智
）

令和７年 厄年・身祝一覧

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成14年（午） 25歳 平成13年（巳） 26歳 平成12年（辰）

  41歳 昭和60年（丑） 42歳 昭和59年（子） 43歳 昭和58年（亥）
  60歳 昭和41年（午） 61歳 昭和40年（巳） 62歳 昭和39年（辰）
 
女
 18歳 平成20年（子） 19歳 平成19年（亥） 20歳 平成18年（戌）

  32歳 平成 6年（戌） 33歳 平成 5年（酉） 34歳 平成 4年（申）
  36歳 平成 2年（午） 37歳 昭和64年・平成元年（巳） 38歳 昭和63年（辰）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和40年（巳）
 古希 70歳 昭和31年（申）
 喜寿 77歳 昭和24年（丑）
 傘寿 80歳 昭和21年（戌）
 米寿 88歳 昭和13年（寅）
 卒寿 90歳 昭和11年（子）
 白寿 99歳 昭和2年（卯）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年

　
以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
初
穂
米
】
 

岩
倉
　
　
勲 

殿

 

大
塚
　
昌
一 

殿

【
神
饌
米
】
 
井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

 

農
事
組
合
法
人
勧
学
院
　
　
　

 

代
表
　
中
田
　
幸
礼 

殿

 

岩
倉
　
和
弘 

殿

【
里
　
芋
】
 

河
原
　
祥
滋 

殿

【
浄
財
　

七
萬
四
阡
八
陌
七
圓
】

 

中
川
　
哲
之
・
朋
香 

殿

　古く節分は、「季節の変わり目」を表す言葉
であり、立春が一年の始まりとする考えに基
づき、この節目を特に「節分」と呼ぶようにな
りました。そして、季節の変わり目には災厄が
生じるとの古い信仰から、現在も各地で豆ま
きなどの「追儺神事」が行われています。
　越中一宮髙瀬神社の豆まき神事に、どうぞ
ご参加下さい。
と　き　令和７年２月２日（日） 午後３時
ところ　髙瀬神社 拝殿

つい な

せつぶん

安産祈願
戌の日カレンダー
1月　 5日・17日・29日　　
2月　10日・22日　
3月　 6日・18日・30日　　
4月　11日・23日　　　 　
5月　 5日・17日・29日　
6月　10日・22日

腹帯のお祓いも行いますので、どうぞ
ご持参下さい。

令
和
7
年

ま
れ

い
す
る
ぎ

仮
設
ホ
ー
ム
か
ら
列
車
に
乗
り
込
む

初
詣
客（
昭
和
三
十
七
年
）

晴れ着姿で奉仕する氏子の女性たち（昭和四十二年）

と
　
そ

か
い
よ
う

ど
う 

き

　１月８日からは、初詣の参
拝順路確保のために一時殿内
に収納されていた「干支まい
り賽銭箱」と「干支まいり鈴
緒」が社殿前に戻ります。
　巳年生まれの方はもちろん、
他の干支の生まれの方もご自
身の干支飾りにふれて守り神
の癒しとお導きをお受け下さい。

杜のにぎわい

今年は巳年、
鈴緒にふれて干支まいりを



〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日
　
令
和
七
年
一
月
一
日
　
　
発
行
所
　
越
中
一
宮
　髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
印
刷
株
式
会
社

新参集殿10周年
 これからも新たな夫婦の幸福のために。

高瀬神社 検索
髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

巳
年
は
再
生
と
復
活
の
年 ―

。

　へ
び
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
大
き
く
育
ち
ま
す
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
新
た
な
活
力
と

　ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

巳
年
は
再
生
と
復
活
の
年 ―

。

　へ
び
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
大
き
く
育
ち
ま
す
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
新
た
な
活
力
と

　ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
二
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
二
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 一
月
・
二
月
の
祭
事

令
和
七
年
、
寿
福
無
疆
。

寿福無疆…長寿と幸福が永遠に続きますように。
じゅふくむきょう
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